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□フーリエ変換近赤外拡散反射スペクトル装置

□紫外可視吸収スペクトル装置

□液体クロマトグラフィー（HPLC）装置

□超臨界二酸化炭素高圧反応容器

□顕微ラマンスペクトル装置    ほか

■　著書

■　招待講演

■　主な研究設備等

上田豊甫・渡邉幸夫・鈴木晴恵. 家庭用イオン導入器の改良と規格的なイオン導入美白剤の提案. アンチ・エイジン
グシリーズ２, 皮膚の坑老化最前線（3-4 その他制御法）, エヌ・ティー・エス, 東京, 2006, p.402-412

□フーリエ変換赤外（全反射減衰法）吸収スペクトル装置 

 

□フーリエ変換近赤外拡散反射スペクトル装置 

 

□紫外可視吸収スペクトル装置 

 

□拡散反射スペクトル装置 

 

□液体クロマトグラフィー（HPLC）装置 

 

□超臨界二酸化炭素（scCO2）高圧反応装置 

 

□顕微ラマンスペクトル装置    ほか 

□上田豊甫・渡邉幸夫・鈴木晴恵、「家庭用イオン導入器の改良と規格的なイオン導入美白剤の提案」、アンチ・エイジング 

  シリーズ2, 皮膚の坑老化最前線（3-4 その他制御法）, エヌ・ティー・エス, 東京, （2006） p.402-412  


